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埼玉ウォーク 「萌える秋・宮代町散策」のご案内 
 
埼玉ウォーク（旧歴史散歩）、今回の舞台は「宮代町」。日本最大級の動物園が有名ですが、世界的建築、 

農業体験や工業の歴史を学ぶ施設、歴史ある古拙、寛ぎのスーパー銭湯など様々な魅力が凝縮されています。 

宮代町の歴史・文化・風土に親しみ、学びながら親睦を温めましょう。お誘い合わせの上、多くの方々の

ご参加をお待ちしております。 
 

[ 実施要領 ] 
 
１．開催日：２０２４年１１月２日(土)  
 
２．最少催行人員と最大人員：５名～２０名 
 
３．募集締切り：10 月 26 日(土)もしくは 20 名に達した時点 
 
４．コース概要と参加費 

 

コース 集合 解散 

A 基本コース 

東武動物公園＋宮代町散策＋雅楽の湯＋懇親会 

1①1集合→東武動物公園→昼食 10 時 00 分～12 時 40 分 

1②1宮代町散策            12 時 40 分～15 時 00 分 

1③1杉戸天然温泉雅楽の湯入浴 15 時 00 分～16 時 00 分 

1④1雅楽の湯懇親会         16 時 00 分～18 時 00 分 

 

東武東上線 

「東武動物公園駅」改札 

10 時 00 分 

 

 

 

東武東上線 

「東武動物公園駅」 

18 時 30 分 

A 参加費 大人  4,000 円＋東武動物公園入園料  子ども 2,000 円＋東武動物公園入園料 

※ 宮代町を散策せずに雅楽の湯から合流出来ますので、当日、お申し付けください。 

B 東武動物公園＋宮代町散策コース 「東武動物公園駅」10 時 00 分 自由解散 

B 参加費(東武動物公園入園料) 大人(18 歳以上)    1,900 円  中人(12 歳～17 歳)  1,600 円  

（２）小人(3 歳～11 歳)    900 円  シニア(60 歳以上)   1,200 円  

※ 宮代町を散策せずに東武動物公園に留まることなども可能です。 

C 宮代町散策＋雅楽の湯＋懇親会コース 「進修館」入口 12 時 40 分 駅 18 時 30 分 

D 参加費 大人  4,000 円  子ども 2,000 円 ※ 進修館：宮代町笠原 1-1-1 

D 雅楽の湯＋懇親会コース 「雅楽の湯」入口 15 時 00 分 駅 18 時 30 分 

E 参加費 大人  4,000 円  子ども 2,000 円 ※ 雅楽の湯：杉戸町杉戸 2517 

※ 東武動物公園駅 URL https://www.tobu.co.jp/railway/guide/station/info/1509/ 

※ A,C,D の雅楽の湯から東武動物公園駅は 18 時 15 分発の無料送迎バスを利用します。 

※ A 基本 C 宮代町散策＋雅楽の湯＋懇親会 D 雅楽の湯＋懇親会の各コースには、 

雅楽の湯の入浴料と懇親会費が含まれています。 

※ 上記懇親会不参加の方は、入浴料 大人 1,300 円 子ども（３歳～小学生）850 円 となります。 

※ 現地往復の交通費、東武動物公園入園料、昼食代は参加者各自のご負担となります。 

※ 本イベントに対して埼玉県校友会から一部補助金を支出する予定です。 

 

https://www.tobu.co.jp/railway/guide/station/info/1509/
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５．訪問予定先の概要と URL 
 
（１）東武動物公園 https://www.tobuzoo.com/ 
 

1981 年、東武鉄道の創立 80 周年記念事業のメインプロジェクトとして開園。 

遊園地、動物園、東武スーパープール及び乗馬クラブからなる 3 つのエリアで構成されている。 

2003 年に来園したホワイトタイガーは動物園のシンボル的存在。 
 
（２）コミュニティセンター進修館 https://shinsyukan.or.jp/ ※ 象設計集団 https://zoz.co.jp/ 
 
「世界のどこにもないような空間」をコンセプトに、日本を代表する建築家、吉坂隆正の弟子たちによる 

象設計集団が設計した公共施設。日々町民が集い闊達な活動を繰り広げている。 
                         

（３）宮代町立笠原小学校 https://www.fureai-cloud.jp/kasasho/ ※ 外観のみ視察  
 
象設計集団が手掛けた魅せる小学校。その比類なき美しさは町民の誇りそのものである。 

 
（４）日本工業大学工業技術博物館 https://museum.nit.ac.jp/ 
 
１９０７年創立の日本工業大学に併設する博物館。 

日本の経済発展に貢献した工作機械を主体に、機械機器類を調査・収集し、整理して保存・展示。 

約２７０点の工作機械の内、7 割が動態保存(＝現役)という稀有な存在感を示す。 
 
（５）杉戸不動尊宝性院 https://hosyo-in.com/ 

 
永禄 3 年(1560 年)に幸手城主の一色義直公が安産と子どもの成長を願い、安産不動明王を安置されたこと 

に始まる。元和 2 年(1616 年)、杉戸宿が幕府から命をうけて日光道中宿場となり、拠点として伽藍が整備された。 
 
（６）杉戸天然温泉 雅楽の湯 https://utanoyu.com/ 
 
日光街道が通り、本陣や旅籠などが軒を連ねる宿場町として賑わった杉戸は、古くより雅楽（うた）と 

呼ばれていました。埼玉ウォークの締めくくりに温泉と宴（うたげ）を満喫しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
東武動物公園 
ホワイトタイガー（左上） 
 
宮代小学校（右上） 
 
日本工業大学 
工業技術博物館 → 
 
 
 
 
 
 
杉戸不動尊宝性院 → 

 
 

 
以上(2024 年 6 月 10 日) 

宮代町散策 １時間１６分 ５．５km 

宮代町 
https://www.town.miyashiro.lg.jp/ 
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